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ハーバード大学大学院にて教育学博士号を取得。東
京大学助教授を経て、20年以上にわたりスタンフォー
ド大学で教鞭を執る。教育、心理学、人文学を横断す
る革新的な教育プログラムの開発に取り組み、学生
一人ひとりが自分らしい生き方や社会との関わり方を
探究する学びを実践してきた。スタンフォード大学優
秀教員賞受賞。主な著書に『スタンフォード大学マイ
ンドフルネス教室』『スタンフォード式 最高のリーダー
シップ』『スタンフォードの心理学授業 ハートフルネス』

『スタンフォード大学 いのちと死の授業』などがある。

スティーブン・重松 

多くの日本の高校生に感銘を与え続ける
スタンフォード大学のハートフルネス授業。
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プロローグ
スタンフォードの影 
―― 完璧主義という病理
　スタンフォード大学のキャンパス
は、世界で最も優秀とされる若者が集
う場所の一つである。しかし、その輝か
しい光の裏で、多くの学生が深刻な精
神的危機に直面している。この現象を、
アヒル症候群と呼ぶ。水面に浮かぶア
ヒルを想像してほしい。水面上では、周
囲の景色に溶け込み、涼しい顔をして
優雅に泳いでいる。しかし水面下では、
沈まないように必死で足を動かし続け
ているのである。

　学生たちも同様だ。彼らは失敗して
はならない、常に正しい選択をしなけ
ればならないという強迫観念に縛られ
ている。周囲に対しては、自信に満ちた
完璧な自分を取り繕う。だが、その内面
は、不安と恐怖で張り裂けそうになっ
ているのだ。この病理は、一部のエリー
ト学生だけのものではない。現代社会

に生きる多くの若者が、同様の重圧に
晒されている。他者が定義した正解や
評価基準に依存し、与えられた解答を
なぞることに終始する。完璧を装うこ
とに汲々とするあまり、自律的な問い
が消失している。不完全さの中に宿る、
人間としての独自性を見失っているの
である。

1 正解主義からの脱却を
―― 答を外部に求めない

　人生において、あらかじめ用意され
た唯一の正解など存在しない。しかし、
既存の教育システムは依然として、既
成の正解をいかに速く、正確に導き出
すかを競わせている。正解を探し求め
る態度は、自ら問いを立てる力、すなわ
ち自律的な思考の放棄につながる。
　以前、私の授業を受けた日本の学生
が「私たちは何のために生きているの
でしょうか」と尋ねてきた。私が「実は
僕も知らないよ」と答えると、彼女はひ
どくがっかりした。「先生でも知らない
なんて」という落胆である。

　しかし、彼女は自ら考え、こう気づい
た。「先生が言いたいのは、人生は他の
誰かに決めてもらうものではなく、自
分でしか決められないものだというこ
とだ」と。正解を他者に求めるのを止め
た彼女は、驚くほど心が軽くなったと
語ってくれた。

そのために最も大切なこと―― 謙虚さの共有

　真の学びとは、単に知識を詰め
込むことではない。既成の正解主義
から脱却し、不確実な世界で自分な
りに意味を紡ぎ出すことである。そ
のためにはまず、自分自身が正解を
持っていないという事実を謙虚に認
める必要がある。

　つの箴言8
ハートフルネスで

　　　あるための

　謙虚さとは、ただ人間であること
を認めることだ。私たちは驚くべき
存在であり、素晴らしい成果を生
み出し、他者を深く思いやることが
できる。その一方で、私たちの知
性には限界があり、ときには恐ろし
い行為をしてしまう可能性がある。
謙虚さとは、その双方を認めること
だ。自分たちの知性を尊重しなが
ら、同時に勇気をもって自分たち
の無知を認める。
　それは、自分を卑下することでは
ない。そうすることで初めて、私たちは学び
に対して開かれていく。
　私がスタンフォードの教室で実践してきた
のは、教員としての権威を手放すことだ。教
員は唯一の正解を知っている完璧な存在と
して振る舞ってはならない。指揮者のレナー
ド・バーンスタインは「教えることと学ぶこと
は一体である」と語った。私にとっても、教
えることと学ぶことは常に同時に起こる。私
は、自分が知っていることを教える。それ以

上でも、それ以下でもない。私は正解を持
つ教授としてではなく、一人の不完全な人
間として学生の前に立つ。教員自身が自分
も正解を持たないと謙虚に認めることで、教
室から不必要なヒエラルキーが消える。同
時に、学生たちの中から間違えたら恥ずかし
いという強烈な恐れが消え去るのである。こ
の謙虚さの共有こそが、他者の顔色をうか
がう正解主義から脱却するための第一歩と
なる。

雑賀恵子の書評
シン・アナキズム
世直し思想家列伝
著者 重田 園江

「探究」の現場から その12　
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の数学」を教えて何が悪い
教育ジャーナリスト 小林 哲夫 さん

杜の都の西北から 第11回

「掃除」してますか？ 
ボランティア先進県と山形西高等学校の「全員清掃」
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２ヴァルネラビリティ
(vulnerability) 
―― 弱さをさらけ出す勇気

　人間は知性だけで生きているのではな
い。そこで私は、互いに心の通い合うハー
トフルネスという概念を提唱している。
これは、マインドフルネス、個による精神
の統一を超え、他者への深い慈愛と、自ら
の行動に対する責任を統合した生き方と
言ってもいい。
　核心にあるのがヴァルネラビリティ。

《傷つきやすさ》などと日本語では訳され
るが、私はそれを弱さをさらけ出すこと
と言っている。弱さを見せることを敗北
だと勘違いしてはならない。それは決し
て敗北ではない。自らの不完全さや傷を
謙虚に認め、さらけ出す。それこそが真の
強さの証なのである。
　私の授業では、茶道の基本精神を取り
入れている。伝統的な茶室の入り口は狭
くて低い。そこに身をかがめて入ること
は、自らの社会的地位、立場、そして自分
を守るための鎧を脱ぎ捨て、一人の人間
として自分をさらけ出すことを意味して
いる。完璧であろうとする傲慢な鎧を脱
ぎ捨て、ありのままの自分を受け入れた
とき、私たちは互いに弱さを分かち合い
ながら、他者と本当に深く繋がることが
できる。

３全体性を回復しよう
半月のメタファー

　人間は、一つの全体性として人生を始
める。しかし、成長の過程で社会の偏見に
晒されステレオタイプ化され、自己は次
第に断片化していく。ある部分は闇に埋
没し、自分自身の一部から切り離されて
しまう。私は著書で、人種の異なる先祖を
持つ人々のストーリーを書いたことがあ
る※。その本の表紙には半月があしらわれ
ている。社会は彼らをハーフと見るかも
しれないからと。しかし、彼らは本来、完
全な存在である。
　われわれの内面には隠れた全体性が存
在する。真の学びとは、社会的な役割や期
待によって切り離された自分の一部を思
い出し、再び受け入れ、統合するプロセス
である。自らの内なる暗がりの部分やあ
いまいな影を排除せず、それらを直視す
ることで、人は初めて本来の全体性へと
還ることができる。暗がりを受け入れる
ことで、私たちは初めて、本当の意味での
光を知るようになるのだ。

※集英社新書「アメラジアンの子供たち―知られざるマイノリティ
問題」

４　
ステレオタイプを
越える共感と涙  Compassion

　社会は常に、特定の属性で人を分類し
ようとする。学生、教員、あるいは人種や
性別といった枠組である。しかし、これら
は社会が作り上げたステレオタイプに過
ぎない。貼られたレッテルは、個人の複雑
な背景を単純化し、本質を見えなくさせ
る。他者を理解する上で最も重要なのは、
相手を文化集団の代表としてではなく、
固有の人間として、謙虚に接することだ。

教室の中では、一人の人間としての切実
な私的体験に耳を傾けてほしい。
　人が自らの弱さや痛みを語るとき、聞
き手は無意識に持っていた偏見を脇に置
くことができる。他者の悲しみに触れた
とき、安易な解決策を提示する必要はな
い。ただ、共にその場に留まることだ。
　私の授業では、他者の悲しみに対して

「あなたの涙は私の涙です」という態度で
接することを大切にしている。共に泣き、
痛みを分かち合う。その感情の共鳴が、2
人を同時に悲しみから回復させるのであ
る。憐れみによる同情ではなく、水平な関
係で共に痛みを抱えること。このつなが
りがあれば、不完全な自分をさらけ出す
ための安全な居場所が生まれるのであ
る。

５新しい時代の
リーダーシップを
――求められる3つの姿勢

　正解がないと言われる現在、一部の人
間が明確な答を掲げて他者を引っ張っ
ていく従来のリーダーシップは機能しな
い。これからは、誰もが自ら考え、他者と
共鳴しながら行動を起こすリーダーシッ
プが求められる。その基盤となるのは、徹
底した謙虚さと、対人関係における３つ
のシンプルな姿勢である。
　第一に、I see you.相手の存在を認め、
一人の人間として無条件に尊敬するこ
と。
　第二に、I am here.相手から教えを請い、
学ぶために、謙虚にその場に留まり続け
ること。私はここにいて、あなたの声を聞

き、感じ、あなたから学んでいると。
　第三に、I like you as you are.これは最
も難しいことだが、不完全さを含め、相手
のありのままの存在を肯定すること。
　新しい時代のリーダーとは、すべてを
知る万能の人間ではない。自らの無知を
認め、他者に対して心を開き、弱さをさら
け出すことのできる人間である。
　教えながら学ぶという謙虚な姿勢を持
つとき、そこに真の相乗互作用が生まれ
る。やはり謙虚さこそが、多様な人々を結
びつけ、共通の目的へと向かわせる最大
の力となるのだ。

６失敗をどう活かすか 
――Resilience 
七転び八起きの精神

　教育現場では失敗から学ぶことの重要
性が叫ばれている。私のワークショップ
の終わりに、多くの学生が「失敗が多い
自分でも、ありのままでいいのだと初め
て感じた」と語ってくれる。映画『スター・
ウォーズ』の中で、マスター・ヨーダは弟
子のルーク・スカイウォーカーにこう語
りかける。「これまで学んできたことを手
渡すのだ。強さ、熟達……。それに弱さや
愚かさ、失敗も。何より失敗した経験、そ
れこそが偉大なる教師なのだ」と。
　失敗は恥ずべきことではない。それは
隠すものではなく、共有し、次世代へ手渡
すべき貴重な財産である。

金継ぎの哲学 
―― 傷跡こそが美しさである

　日本の伝統的な修復技法である金継ぎを
想起してほしい。割れた器を漆と金粉で繋ぎ
合わせ、その傷跡を隠すことなく、新たな美と
して、その器の歴史として昇華させる手法で
ある。これは人間にも当てはめることができ
る。完璧な、傷一つない人間など存在しない
という意味では、人間も割れた器だからだ。そ
してわれわれが負った傷、欠点、挫折の経験
こそが、その人の独自性を形作るのである。
　金継ぎの傷に埋め込まれているのは、痛
みや苦しみだけではない。そこには、それを乗
り越えようとした勇気、未来への希望、そして
傷ついた時に他者から受けた親切も含まれ
ている。
　自分の不完全さを認め、それを受け入れる
ことは、自分自身を深く愛すること、すなわち
セルフコンパッション（Self-Compassion）
の第一歩ともなる。欠けている部分があるか
らこそ、そこに光が差し込む。傷跡こそが、そ
の人を唯一無二の存在たらしめる誇り高き
象徴なのである。

書くことによる癒やし

　全体性を取り戻すための具体的な実践と
して、私は書くことを重視している。特に自分
自身について、心の暗がりにまで足を踏み入
れて書くことは心の癒やしにつながることが、
近年の研究によって実証されている。しかも
自らの内面に言葉を与え、外在化すること
は、精神的な安定だけでなく、免疫機能を向
上させ、痛みを軽減させるなど、身体的な健
康の増進にもつながるという科学的なエビデ
ンスもある。
　自分の物語を綴ることは、単に記録するこ
とではない。分裂した自己を再統合し、人生
の意味を再構築するための、極めて実践的
な自己治癒の行為なのである。自らの内なる
声に耳を傾け、それを言葉にすることは、自分
自身に対する責任を引き受けることでもある。
書くことを通じて、私たちは自身の内なる真実
と対話し、新しい自己へと変容していく力を獲
得するのである。

対等な対話 ―― アサーティブな姿勢で
（assertive communication）

　対人関係において、私はアサーティブとい
う概念を重視している。多くの対話は、2つ
の極端な状態に陥りがちである。自分の意
見を押し殺し、相手に合わせすぎるパッシブ、
反対に、相手を攻撃し、打ち負かそうとする
アグレッシブな状態である。しかし、私たちが
目指すべきは、その真ん中にあるアサーティ
ブな状態だ。これは、他者の意見を尊重しな
がら、自らの考えや感情も明確に表現するコ
ミュニケーションのあり方である。
　すなわち、I win and you winの関係性
だ。自らの弱さを認め、謙虚に他者と向き合
い、その上で、誠実に自分の言葉を伝える。
こうしたアサーティブな姿勢こそが、個人の弱
さを共有し合い、高いレジリエンスを備えたコ
ミュニティを形成するのには欠かせないもの
だ。互いの境界線を尊重しながらも、心と心
でつながる。この対等な対話が、組織や社
会に創造的な変革をもたらすのである。
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書評雑賀恵子の

　アナキズムといえば、無政府主義。国
家や政府などのあらゆる権力を否定し
て、個人の完全な自由と平等を目指す革
命思想で、19世紀の社会主義運動の一
大潮流であった。思想家としてはプルー
ドン、バクーニン、クロポトキン。日本で
は幸徳秋水や大杉栄。高校の教科書で
取り上げられるのは、こんなところであ
ろうか。19世紀末から20世紀初頭にか
けての要人暗殺やらの事件がアナキスト
によるものとして国家弾圧が加えられた
りしたので、テロなどの過激な行動のイ
メージを持つ人もいるかもしれない。法
律やルールが無視されて暴力や強盗が
横行しているような大混乱をアナーキー
な状態などということもある。一方、既存
の常識をぶち破り、国家のルールや商業
主義に対抗するパンクロックやストリート
アートなどの表現者は、アナーキー（＝反
体制）と自ら声をあげたりする。
　アナキズムは語源的には、古代ギリシ
ア語の支配者や権力、第一原理を意味す

るアルケーに否定接頭辞アンがついた
もの、つまり「非権力」「支配者がいない
状態」だ。
　アナキズムとはなんだ？　
　ディヴィッド・グレーバーを読んで、自
分はアナキストだと自己覚醒したという
著者が、五人の思想家の紹介を軸に据
えて、現代社会の息苦しさから逃れる道
を示すものとしてアナキズムという思想
の真髄を、ヴィヴィッドかつポップに描き
出したのが本書である。その一人グレー

バーとは、自己責任論を押し付け生産性
重視・効率重視で突き進む新自由主義
が、人びとの生活を支える本質的な労働
（エッセンシャル・ワーク）を徹底的に削
り、非本質的な労働（ブルシット・ジョブ＝
糞仕事）を増殖させることを突いた本で
話題になった経済人類学者だ。高速道路
の急速な建設や大都市の再開発という
名目で、人びとが生き生きと暮らせる場
所が奪われ潰されていく有様に反対運
動を起こし、のちの都市計画研究に大き
な影響を与えた著述家ジェイン・ジェイ
コブズ。人びとが土地に根ざして営んで
きた伝統的な農業を工業化し、環境破壊
を行いながら土地も生活も収奪してい
くグローバル資本主義と闘う科学者で

あり、思想家であるヴァンダナ・シヴァ。
現代の社会に切り込み、グローバリゼイ
ションや民主主義を問いかける社会思想
史の森政稔。歴史学や人類学の知見か
ら家族や地域、宗教や社会に埋め込まれ
た経済というものを見つけ、多義的で豊
かな営みである経済が産業革命によっ
て市場経済のみに切り縮められ、市場原
理が人間を支配する社会に変容していく
さまを解き明かし、経済学、政治学、人類
学などさまざまな分野に影響を及ぼした
カール・ポランニー。
　かれらの思想や生き方に触れると、な
んとなく元気が出てくる。いまの社会を
がんじがらめにしている権力や第一原理
が浮き彫りにされ、当たり前のように思っ
ていたことがひっくり返されたりもする。
わたしが空気を求めることを、共に生き
るわたしたちの空気を求めるように動き
を変えていきたいと願う。
　そうか、アナキズムとは、こういうこと
だったのか。　

シン・アナキズム
世直し思想家列伝

雑賀 恵子
文筆家。京都薬科大学を経て、京都大学文学部卒業、京都大学大学院農学研究科博士課程修了。大阪教育
大学附属高等学校天王寺学舎出身。著書に『空腹について』（青土社）、『エコ・ロゴス　存在と食について』（人
文書院）、『快楽の効用』（ちくま新書）がある。本誌では、20０8年11月発行の79号から、ほぼ毎号、書評を寄稿。

重田園江
NHK出版、2025年

　私は日本の七転び八起きの精神、だる
まの教えを大切にしている。何度転んで
も立ち上がることのできるレジリエンス

（resilience:回復力、復元力）は、外部から
の圧力ではなく、自分や他者のためにベ
ストを尽くそうという内発的な動機から
生まれる。
　重要なのは、本当の失敗とは転ぶこと
ではない、しゃがみ続けることだ。失敗と
いう事実を謙虚に受け入れ、傷ついた自
分をケアする。そのプロセスを経てこそ、
人はしゃがみ続けることをやめ、再び立
ち上がることができるのである。

７マスタリーと
ミステリーの調和
―― 一期一会でミステリーを受容

（Acceptance）

　人生への向き合い方には、２つが存在
する。一つはマスタリー（熟達・支配）で
ある。これは知識を探究し、技術を磨き、
自らの力で人生をコントロールしようと
する意志による。課題を解決し、自分自身
の力で人生に対する責任を引き受ける。
もう一つはミステリー（神秘）、つまり自
らの知性では決してコントロールできな
い運命や、不条理な喪失を受け入れよう
というもの。未知なるものに対して畏敬

の念を抱くことと言い換えてもよい。
　現代の教育はマスタリーに過剰に偏重
している。すべてを論理的に説明し、予測
し、管理することを良しとする。しかし人
生の本質は、計算できない不確実な領域
にこそ宿る。茶道における一期一会の精
神は、このミステリーの受容を象徴して
いる。二度と繰り返されないこの瞬間を、
その不可解さも含めて全霊で受け入れ
る。
　マスタリーによって自律的な個を確立
しつつ、自らの知性を超えたミステリー
に対して謙虚に頭を下げる。このように
バランスをとることこそが、豊かな人生
を形作る。支配しようとする手を緩め、神
秘に身を委ねる。その調和の中に、真の平
安があるのだ。

8 究極の問いと、
人生への責任

　死は、究極のミステリーだ。私はときど
き授業の冒頭でこう語りかける。「私は死
につつある。そして生きてもいる」と。学
生たちは、私たちが自然の一部であり、

「いのち」という贈り物を受け取っている
存在であるという圧倒的な現実に目を覚
ます。生きていることへの感謝の感覚は、
よく生きるためには欠かせない。これは、
日常の中にある小さな恵みにも気づかせ
てくれるし、本当に大切なものを見せて
くれる。
　死について思いを巡らせることは、生
を深く自覚することであり、自分自身に
問いかけることである。「私はどう生きた
いのか？」、この問いに私たちは、日々ど
のように応えていくのか。それこそが、私
たちに与えられた課題なのだ。
　人生の責任を引き受けるのは、他の誰
でもない、自分自身である。誰かの期待に
応えるために、水面下で必死に足を動か
し続ける必要はない。完璧でない自分を
恥じる必要もない。
　もちろん答のない問いを抱えながら、
不確実な世界を歩むのは容易ではかもし
れない。自分の無力さに打ちひしがれる
日もあるだろう。しかし、それでも構わな
い。傷つき、迷いながらも、ありのままの
自分を受け入れ、他者と深くつながり合
うこと。自らの内なる光と影を統合し、こ
の一期一会の人生を、心を全開にして生
き抜く。この静かなる覚悟こそが、これか
らの時代を自律的に生きるための、確か
な希望を与えてくれるのである。

エピローグ
未来を生きる皆さんへ
　ハートフルネスとは、単に自分の内面
を静めるための精神の統一法ではない。
それは、不完全な自分を受け入れ、他者へ
の慈愛を持ち、他者とつながりながら人
生の責任を引き受けていく生き方を促す
ものである。正解のない世界を歩むこと
は、時に強い不安を伴うだろう。しかし、
人は最後の一呼吸に至るまで、自分を変
えていく力を持ち続けることができる。
　完璧を目指して自分を偽る必要はな
い。むしろ、自らの弱さを謙虚に認め、あ
りのままの自分を慈しんでほしい。失敗
は敗北ではない。ベストを尽くしたのな
ら、そこから新たな人間としての深みが
生まれるのである。理想的な未来が訪れ
るのを待つのではなく、今、この瞬間に感
謝し、精一杯生きること。
　私は常に、皆さんの持つ無限の可能性
を信じている。自らの内なる声に従い、誠
実に、そして謙虚に歩み続けてほしい。そ
の一歩一歩が、あなただけの、誰にも代え
がたい物語になっていくのだから。

重松先生へのご相談は、弊誌アドレスまで
kya01311@nifty.com

仕方がない――被害者意識からの
解放と、今が最高という意識を

　コントロールできないミステリーに向き合うと
き、日本特有の「仕方がない」という精神は、
レジリエンスの一形態になる。人生は避けら
れない苦しみや喪失に溢れており、常に公
平や善良が支配しているわけではない。どう
にもならない理不尽な現実を前にしたとき、そ
れに抗い続けると人は被害者になってしまう。
しかし、「仕方がない」と謙虚に受け入れるこ
とで、人は被害者意識の呪縛から解放され
るのである。
　変えようのない過去や運命を受け入れて
初めて、変えることができるものを変えようとす
る勇気が生まれ、再び歩き続ける力が湧くの
だ。そして、歩き続けるプロセスにおいて不
可欠なのが、今が最高という意識である。私
たちはつい、「もしこうだったら」「いつか理想
の未来が来れば」と、手にしていないものを
求めてしまう。しかし、いつかは良くなると考え
て待つのは避けるべきだ。いつかが来ない
可能性もあるからだ。理想的な未来の幻想
に逃げ込むのではなく、今、与えられているす
べてに感謝し、この瞬間を生き切ること。それ
こそが、ハートフルネスの神髄である。
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１６歳から
の

大学論
第50回

P r o f i l e
1973年石川県生まれ。学問論、大学論。総長学事補佐、文部科学省学術調査
官の業務経験も。国際高等研究所主任研究員、日経STEAMアドバイザー。近著

「問いの立て方」（ちくま新書）。2025年5月、NHKによる7ヶ月間の密着取材が
ドキュメンタリー番組に（ETV特集「ねちねちと、問うーある学者の果なき対話ー」）

京都大学 学際融合教育研究推進センター
准教授
宮野 公樹 先生

高校生の皆さんは日々取り組んでいる「勉
強」と、大学という場所で行われる「研究」や
「学問」の違いについて、あまり深く考えた
ことはないかもしれません。今回は、皆さ
んが今まさに直面している勉強と、将来待
ち受ける学問や研究の本質的な違いにつ
いて考えてみたいと思います。

■ 勉強とは「問題を解く」こと、学問とは
「問題を生む」こと

　現在、高校生の皆さんがしている「勉強」
と、大学でする「学問」とは、まったく性格が
異なります。違いを一言で言うなら、勉強
は「問題を解く」という作業であり、学問は
「問題を生む」という営みです。
　この違いを探る上で重要なのは、「問題」
とは何かということです。この問題に関し
て、勉強と学問の決定的な違いとは、「答え
があるかないか」です。つまり勉強の問題に
は答え（正解）があるのに対して、学問にお

ける問題（問い）には答えがありません。
　本来、我々の生き死にに関わることをは
じめ、世の中の出来事のすべてについて、
そこでの問いに答えはありません。しかし、
その全体の中から個別に完結するように作
られたものが、勉強における「問題」なので
す。これは例えるなら、臼から引き上げた大
きな餅を、食べられるように小さく引きち
ぎっているのと同じです。この食べられる
サイズになった問題を解く作業によって人
間が賢くなると信じられている現代の社会
では、勉強における行動原理は「達成の追
求」であり、テストで点を取ることや資格に
合格することが表現手法となります。そこ
での営みは「覚える」ことであり、主体の立
場はある意味で受動的なものです。

■ 学問への昇華と大学の意義

　学問において大事なのは、研究者自身が
「なぜ自分はその原理を知りたいと思うの
か」を認識していることでしょう。「好きだか

ら」という個人の興味に留まらず、日々の活
動を通じて人間の存在や自然そのものの
謎に触れることが学問です。研究が対象と
の戦いであるなら、学問はそれを通じた自
分自身（あるいは自分も含めた全人類）と
の戦いです。そこまで考えるからこそ、すべ
ての人に通じる「普遍」となり、国費を投入
することにも値するのです。
　世の中には、興味関心に従った研究や、
課題解決を狙う研究が存在します。しかし、
興味関心の追求はどこにおいてもできます
し、課題解決は一般企業や国立研究開発法
人などの役割とされています。ですから、も
し大学がそれらと異なるものでなければ、
社会に存在する意味は薄いと言えます。
　大学でやるべき「学問」とは、一つはそこ
に自己を疑う目があるかどうかで判断され
ます。「自分がやっていることは結局何なの
か」「そもそも自分はなぜ関心を持ったの
か」と、自分自身を外から見つめるような視
線。それを持つことが本当の意味で「考え

る」ことであり、そのように考え探究するこ
とこそが学問なのです。
　生きること＝食うことが主目的になりが
ちな日常において、それを問い直すには
いったん日常から離れなければなりませ
ん。それが大学という時空だと私は思って
います。大学でやるからには、どのような
テーマであっても「学問」でないといけな
い。そうでなければ、他の組織体との区別
がつけられないからです。
　高校生の皆さん、そして先生方。目の前
にある、「答えがあり、テストで点を取るた
めの勉強」もまた、ここで述べた学問から切
り出されたものの一つであるとの認識に立
ち、それを人生においてより意味あるもの
にしてほしいと思います。そのためには単
なる記憶力の競争から一歩踏み出し、この
「勉強」の意味や意義を追求する。このこと
は「学問」への連続性を保つための非常に
有意義な姿勢であると私は考えています。
（続く）

勉強思考、学問思考

わずか一年の間に、
AIはここまで進化した。

　そろそろ夏休みを迎える時期になりま
した。ここではまず、昨年5月の連載執筆
時から今日までの一年間における、AI(人
工知能)の進展と、それが教育現場に与え
る影響について振り返ってみました。
　最も大きな変化は、「AIエージェン
ト」の爆発的な普及です。
　AIエージェントとは、与えられた目的
に向かって自律的にファイルを読み書
きしたり、ウェブを操作したりしなが
ら、複数の手順を組み合わせてタスクを
遂行するAIです。先駆けとなったのが、
Anthropic社が2025年2月にプレビュー版と
して公開した「Claude Code」。OpenAI社
の「Codex」がこれを追い、コーディング
の現場は一変しました。今では、自然言
語で指示するだけで、AIが数時間にわた
り自律的に開発を進めることも珍しくあ
りません。しかもこの波はコーディング
にとどまらず、あらゆる作業へ波及して
います。
　これらのAIエージェントは、PCを使っ
たあらゆる作業を自律的に行うことがで
きます。受信箱を確認してメールに返信
し、SNSへ投稿し、ECサイトで商品を注
文する──こうした日常的な作業も、依
頼して席を離れている間に済ませてくれ
るのです。ファイルを開き、文字を打
ち、クリックする──PC上の作業の大半
がAIに代替される未来は、目の前の現実
になりつつあるのです。
　エージェントの基盤となるAIそのもの
の性能も目覚ましく向上しています。
OpenAIの「GPT-5」(2025年8月)以降の各
モデルでは、もっともらしい嘘=「ハルシ
ネーション」が大幅に減少しました。ま

「AIエージェント」の爆発的な普及は
教育現場をどのように変えるのか

「探究」の現場から その12

マ設定」に取り組んでいます。4人は黙々
とAIに質問を入力しています。会話はほ
とんどありません。教室には先生が１～
２名程度配置されていますが、「主体的
な学習」が良しとされているため、積極
的に口を出しません。グループワークの
形をとっているものの、教室内に会話は
なくとても静かです。
　また、別の場面では、生徒は研究論文
の執筆に取り組んでいます。先生からは
「AIの出力を直接使ってはいけない」と
言われていますが、論文執筆は初めての
経験で、どうまとめればよいか全く見当
がつきません。自分ではどうしようもな
いのでAIに論文を書かせ、自分で書いた
ように適当に加工して提出してみまし
た。先生から返ってきたのは「AI使った
ね」という指摘。その生徒は再提出を求
められました。

ファシリテーターとしての教師

　上の教室風景では、生徒はAIを信頼で
きる道具として積極的に使おうとしてお
り、だからこそAIと向き合って、探究活
動のテーマに関するアイデアを探し出そ
うとしています。しかし、それだけで
はすぐに行き詰まります。効果的に探
究活動を進めるためには、自分たちの考
えや、AIとの会話から得られた情報を整
理した上で、「次のステップでなにを行
うべきか」を意思決定する必要がありま
す。そのためには、いったん画面から目
を離し、現実世界へ「戻り」、仲間や指
導教員とディスカッション（議論）する
必要があります。
　しかし生徒は、基本的にディスカッ
ションに不慣れです。もちろん、学級活
動、部活動、授業等での経験はあるもの
の、探究活動におけるディスカッション

のハードルは、はるかに高い。扱ってい
る題材が学問や社会の問題に直結してい
てとても複雑だからです。そこで生徒は
「何について話しているのか」もわから
ないまま進めなければなりません。これ
は他の活動では体験したことのない難し
さです。
　今、探究活動を指導する教師には、こ
のような活動を手助けする「ファシリ
テーター」としての役割が求められてい
ます。ファシリテーターとは、「何をす
べきかを指示するのではなく、課題につ
いて一緒に考えたり助言したりすること
で、相手が物事をより取り組みやすくな
るよう支える人」とされ、教育分野では
アクティブラーニングの文脈などで用い
られてきました。
　これまで教師は、知識の伝達者として
「舞台上の賢人」などと呼ばれてきまし
た。しかし、超高性能なAIが身近にある
今、その役割はAIに任せ、自らはファシリ
テーターとして振る舞えばよいことになっ
たのです。ミニ発表会を行う、得られた情
報をふせんやホワイトボードで整理するな
どの学習活動（アクティビティ）を、臨機
応変に組織するのです。
　もちろんファシリテーターとしての探究
指導法の歴史は浅く、筆者も手探りの状態
です。また、教育現場で安全・安心にAIを
使うための指導法についても、運営しなが
ら蓄積していくしか方法はありません。し
かし、少なくとも、AIが導入されてからの
探究活動の質は着実に向上していると実感
しています。その証拠に、画面から目を離
し、頭と体を動かす生徒の顔は笑顔に溢
れ、活き活きとしています。
　このようなAIとの関係や授業の展開が、
より良い方向に向かうことを願いつつ、実
践を重ねていこうと思います。

Profile
1991年広島大学理学部物理学科入学、1995年大阪市立大学大学院理学研究科前
期博士課程物理学専攻入学、1997年同研究科後期博士課程物理学専攻入学、2003
年 単位取得退学。博士（理学）。2003年12月大阪市立大学数学研究所 研究員、2004
年12月京都大学基礎物理学研究所 非常勤研究員/研修員/非常勤講師、2005年10
月慶應義塾大学 研究員、2006年9月国立台湾大学研究員、2008年4月秋田県立横手
清陵学院高等学校教諭、2020年4月から現職。兵庫県立芦屋高等学校出身。

秋田県立横手高等学校 教諭　瀬々 将吏 さん

た、Claudeが2025年9月にPowerPointファ
イル(.pptx)の直接生成に対応するなど、
スライド資料そのものを作る能力も実用
段階に達しています。さらに、2026年4
月にAnthropic社が発表した次世代モデル
「Claude Mythos」は、強力なサイバー攻
撃能力への悪用が懸念され、一般公開さ
れませんでした。
　こうした進展は、決して偶然のもので
はありません。元OpenAI研究者らが2025
年4月に公表した未来予測シナリオ「AI 
2027」や、Anthropic社CEOのDario Amodei
氏らAI開発の最前線に立つ専門家たち
は、早ければ2026〜2027年にも汎用人工
知能(AGI)が到来すると予測していました
が、現実はおおむねその通りに進んでい
ます。このようなAIは、もはや「対話相
手」ではなく「働き手」、そしてやがて
は「人間を超える知能」へと姿を変えつ
つあると考えられ始めています。

AIで激変する教育現場

「AIエージェント」のこのような爆発的
な普及は、学校教育の現場にどのような
影響を与えているのでしょうか。筆者の
身の回りの限られた範囲においても、そ
の影響を着実に感じ取ることができま
す。筆者の勤務する秋田県の県立学校で
は Google Workspaceを一括採用していま
す。生徒や教員は県や学校のガイドライ
ンの範囲内で、GoogleのAI（Gemini）を使
うことができます。生徒は、探究活動だ
けではなく、部活や学校祭などの様々な
場面でAIを積極的に使い、役立てている
ようです。
　以下はある（架空の）高校の「総合的
な探究の時間」の風景です。
　…生徒は教室の机を「田」の字に向か
い合せ、4人のグループを編成して「テー
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AI が切り崩す、近代法の前提

　來住南先生は、AIが法学にもたらしている
変化を、単なる「新しい技術への対応」とは捉え
ていない。より根本的な変化が起きているとい
う。
　「AIが法学にもたらしているのは、近代法の
諸前提を問い直しているということだと思っ
ています」と先生。
　これまでの法は、基本的に「人間」を主人公と
してきた。人間は自分で合理的に考え、自由に
行動し、その結果について責任を負う。人間以
外のものは道具や物として扱われる。これが近
代法の基本的なモデルだった。
　しかしAIは、その前提を揺さぶっている。AI
は人間ではない。しかし、人間の命令を一つひ
とつ待たなくても－いわば「自律的」に－文章
を生成し、画像をつくり、判断に近い働きをす
る。さらに、AIは人間社会に存在する大量の
データを学習するため、社会の中にある偏見や
差別、バイアスまでも再生産してしまうことが
ある。
　「これまでの法律やルールの枠組みでは、う
まく処理しきれない問題がたくさん出てきて
います。だからこそ、法がこれまで何を実現し
ようとしてきたのか、どんな機能を果たそうと
してきたのかに立ち返る必要があると思いま
す」と先生は強調する。

ディープフェイクが
問いかける「被害」の形

　先生が現在研究対象の一つとしているのが、
性的なディープフェイクの問題だ。AIによっ
て、実際には存在しない映像や画像がつくら
れ、それが人を傷つける。ここでは、従来の法律
が前提としてきた「現実に起きた行為」や「実在
する被害」という考え方だけでは、十分に対応
しきれない場面が生まれる。
　「これまでの法律は、実際に存在する人間が、
何らかの実際に存在する被害を受けるという
モデルに立ってきました。しかしディープフェ
イクの場合は、存在していない行為や存在して
いない場面がつくられてしまいます。このよう
な場合に、誰にどのような法的な被害を認め、
誰に責任を負わせるべきかは、未だに答えのな
い問いです」と先生は、従来の法が直面する難
しさを示す。
　では、そうした画像が拡散されたとき、誰か
に責任を問うべきなのか、そうだとすれば、誰
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AIが文章を書き、画像を生成し、法律文書の整理や判例の検索まで支援する時代になった。SNSでは一人ひとりに最
適化された情報が流れ、将来的にはAIが自律的に買い物や交渉を行うことも当たり前になるかもしれない。こうした社
会で、法学はどのような役割を果たすのだろうか。京都産業大学法学部の來住南桃先生は、「AI時代だからこそ、法学を
学ぶ意義はむしろ増している」と語る。法律家や公務員を目指す人だけでなく、企業で働く人、技術を使う人、社会の一
員として生きるすべての人にとって、法学はこれからますます重要な「考えるための武器」になっていく。

新しい問いに向き合う“新領域法学”の挑戦

がどのように責任を負うべきなのか。作成した
人か、拡散した人か、プラットフォームを運営
する企業か、それともAIを提供した企業か。従
来の枠組みをそのまま当てはめるだけでは、答
えは簡単に出ない。
　ここに、新領域法学の出番がある。

新領域法学とは何か

　新領域法学とは、単に新しいテーマを扱う法
学ではない。従来の法学において中心となって
きた法文や判例を精密に読み解くだけでなく、
哲学、倫理学、心理学、経済学、工学など、隣接す
る諸分野の知見を取り入れながら、学際的に社
会の課題に向き合う法学である。
　「法がこれまで取り扱ってこなかった領域を
扱うという意味でも新領域ですし、これまでの
法学とは違う方法論を用いるという意味でも
新領域だと思っています」と、先生はその面白
さを語る。
　AIやSNSなどのデジタルテクノロジーの進展
や、生命科学・医療研究の発展、さらにはジェン
ダーやセクシュアリティ、多様性に関する価値
観の変化など、現代社会の問題は、一つの分野
だけでは解決することができない。技術の仕組
みへの理解や倫理・哲学等人文科学の視点を取
り入れながら、社会で機能するルールを考えて
いく。そこに、新領域法学の面白さがある。

「規制か自由か」ではなく、
「どう規制するか」

　AIをめぐる議論では、「規制すべきか、自由に
任せるべきか」という対立でしばしば語られが
ちである。だが、AIは危険だから止めればよい、
あるいは便利だから自由に任せればよい、とい
うほど単純な技術ではない。
　「これまでは、新しい技術に対して、規制をす
るのか、野放しにして自由にするのか、という
問いの立て方がされがちでした。しかし、今後
は「どのように規制するのか」という問いを中
心として考えていく必要があると思います」
　AIには、差別的な判断の再生産、プライバシー
侵害、誤情報の作成・拡散といったリスクがあ
る。しかし同時に、医療・科学研究・教育等への
活用や、労働力不足の解決など、社会の課題を
解くための大きな可能性も有している。悪いリ
スクを避けようとして技術そのものを押さえ
込めば、そうした可能性まで失われてしまう。
　そこで注目されるのが、アジャイル・ガバナ
ンスという考え方である。国がすべてを事前に

上から決めるのではなく、企業、行政、専門家、
市民などが関わりながら、リスクを分析し、改
善を繰り返していく。変化の速い技術に向き合
うには、社会の側もルールを更新し続ける必要
がある。

法学は、法曹だけのものではない

　この話は、法学部で学ぶ意味にも直結する。
　法学部というと、弁護士、裁判官、検察官、公
務員を目指す人のための学部というイメージ
があるかもしれない。しかし、AIやデジタル
技術が社会全体に広がるなかで、法的な視点
は、企業で働く人にも、技術を開発する人にも、
サービスを利用する人にも必要になっている。
　「法曹や行政に進む人だけではなく、民間企
業に進む人も、どの場所にいる人も、法学の知
識を身につけたうえで、社会のガバナンスに関
わっていくことが求められていく時代になっ
ていると思います」と先生は語る。
　法学とは、条文を暗記するだけの学問ではな
い。人間社会にとって何が大切な価値なのか。
多様な考えを持つ人々が、どうすれば共に生き
られるのか。誰が不利益を受けやすく、その人
たちをどう守るのか。そうした問いを考え続け
る学問である。
　AIが判例を調べ、文章を整え、論理の整合性
を確認するようになれば、法律家の仕事の一部
は変わっていくだろう。しかし、それは法学が
不要になるということではない。むしろ、法学
が本来向き合ってきた「私たちはどのような
社会を生きていきたいのか」という根本的な問
いに、より集中できる時代になるのかもしれな
い。

AIを恐れず、
変化に応じて立て直す

　先生は、授業の中でもAIを学びの道具として活
用することを勧めている。複数のAIモデルを使
い比べ、出力を確認し、問い方を変えながら、自
分の目的に合う使い方を探る。そうした実践を
通して、学生たちはAIの力と限界を学んでいく。
　「船に乗らなければ、操縦の術はわからない
ように、実際にAIを使ってみなければ、どのよ
うなAIの使い方をすればよいのかはわからな
いと思います。自分の頭で考え、実行できる力
と、AIを使ってより良いものをつくる力。その
両方を高めていってほしいと思っています」と
先生は語る。
　AIを避けるのではなく、使いながらも自分の

頭で考え続けることをいかに確保するのかが、
これからの時代で最も切実な問いである。
　そしてもう一つ、先生が高校生に伝えたいの
が「レジリエンス」だ。AIやテクノロジーの進
展によって、社会の変化はますます速くなって
いる。今なりたいと思っている職業の形が、数
年後には大きく変わっているかもしれない。だ
からこそ、一度決めたことに固執しすぎず、変
化に応じて柔軟に立て直す力が大切になる。
　先生自身も、もともとは法曹を志してロー
スクールへと進んだ。しかし、師との出会いを
きっかけに研究者の道へ進むことになる。制度
を批判的に見る視点や、人と違うものの見方を
生かせる場所が研究だった。
　AI時代だからこそ、法学の役割は小さくなる
のではない。むしろ、社会のルールを誰かに任
せきりにせず、自分たちで考え、つくり、更新
していくために、法学を学ぶ意味は広がってい
る。

2027年、京都産業大学
法学部がリニューアル
法律を「覚える」から、社会で「使いこなす」へ
　AI、SNS、地域課題、企業活動、公共政策。現
代社会の問題は、教室の中だけで完結しない。
だからこそ京都産業大学法学部は、2027年4月
から新しいカリキュラムを導入する。
　掲げるのは、「答え」を覚える法学部ではな
く、法律を「武器」として使いこなす法学部。
１年次には、法律学、政策学、憲法、民法、刑法な
どを通して、法学を学ぶための基礎を丁寧に固
める。そのうえで２年次以降は、進路や関心に
応じて専門的な学びを深めていく。
　中でも特徴的なのが、新設される『企業・ビジ
ネスコース』。法学部の進路は、法律家や公務
員だけではない。企業のコンプライアンス、知
的財産、取引、労務、リスク管理など、ビジネス
の現場にも法的思考力は欠かせない。民間企業
で活躍したい学生にとっても、法学を実践的に
学べる環境が広がる。
　さらに、共創型リーダーシッププログラムや
地域フィールドワーク、模擬裁判、企業・公共
機関訪問など、行動を通して学ぶ機会も充実す
る。多様な立場の人と対話し、課題を見つけ、解
決策を考え、社会へ発信する力を養う。
　変化の速い時代に必要なのは、知識を持って
いるだけの人ではなく、その知識を使って社会
に働きかけられる人だ。京都産業大学法学部
は、公務員、法律家、企業人など、多様な未来を
目指す学生に向けて、社会で使える法学を教育
していく。

2026
E-mail:info-adm@star.kyoto-su.ac.jp

入学センター 入試情報
サイトは
コチラから

10：00〜（9：15〜随時受付）※12月は10：30〜　事前申込制 (当日申込可）
高校生の方はもちろん、保護者の方もご参加いただけます。
イベント詳細および事前申込は京都産業大学の入試情報サイトをご確認ください。

◦文化構想学科
◦京都文化学科
◦文化観光学科

アントレプレナーシップ学環
月㊗　

9/21 12/20日
7/19日

8/1.2土　 日

◦先端生命科学科
◦環境生命科学科

◦現代社会学科
◦健康スポーツ社会学科
◦心理学科 NEW

※2027年4月設置構想中
※
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　2026年度、ある私立大学の授業「数学入門」
シラバスにこんな記述がある。
■テーマ　中学や高校までの数学の知識を点
検しながら、現代数学の理解につながる考え
方を身につける．論理や集合を学習しつつ、抽
象的な概念の取扱いを習得する．
■到達目標
1. 数の取り扱いの基本を身につける．
2. 方程式や不等式の取扱いの基本を身につけ

る．
3. 初等関数の定義を確認する．
4. 論理と集合の取り扱いを習得する．
■授業概要
講義の基本手順は次の通り：
1）基本概念の定義や説明
2）重要な定理や公式の紹介
3）それらを具体的に使う例題
＜以下、略＞
　財務省からすれば、「これらは大学教育で行
う内容ではない」ということになるだろう。
　今年４月、同省の財政制度分科会では大学
の定員削減問題が議論され、「人口減少社会の
中での総合的な国力の強化」を進めるため、次
のような提案がなされた。
　「2040年までに一定のペースで規模の適正
化を図る場合は、国立大学の学部定員は年間
1,700人程度、私立大学の学校数は少なくとも
年間16校、学部定員は年間8700人程度の縮減
が必要となると推計される」
　2024年624校の私立大学を2040年に217 ～
372校まで減らすという「適正化」の要請であ
る。
　そして、もう１つが学力問題だ。

「四則演算から始める。少し背伸びして微分な
どの理解も」

「文型の基本とbe動詞の基本的な機能を整理」
「定員割れ私立大学の中には小中学校・高校ま
でに学ぶような内容の授業が行われている大
学も見受けられる」。
　こうした現状から、「学位取得者の一定の質
を確保」するために「大学の規模適正化」を求
めている。
　つまるところ、「小中学校・高校までに学ぶ
ような内容」の大学は必要ない、ということ
だ。
　大学生の学力水準の低さに関するテーマ
については、2020年代半ばのいま急に持ち上
がったことではない。
　2010年代、週刊誌がこんな報道をしている。
◆「本当にあった『バカ田大学』　授業はアル
ファベットの書き方から」（「週刊ポスト」2011
年11月10日号）。
　記事ではシラバスとして、辞書の使い方、
be動詞、小数の計算、円の面積など、が紹介さ
れていた。
◆「文科省委員会が調査してわかった日本の
アホバカ大学」（「フライデー」2015年３月27日
号）
　記事にはこの大学の講義「教養基礎講座」の
シラバス（授業計画）が次のように紹介されて
いる。
　「日本語による表現能力の向上と基本的知
識の修得を目的とします」「英語で書かれた
文章を読み解く。第２回be動詞、第３回一般動
詞」「数理的な考え方やその処理方法は基礎か
ら学ぶ。第２回小数表現、分数表現。第３回不
等式」。
◆「be動詞のおさらい、小・中学校レベルの数
学…Fランク大学の驚くべき授業内容」（「週刊
新潮」2017年１月26日号）。

　執筆者の教育ジャーナリストは批判的に取
り上げ､揶揄している。
　「たとえば、河合塾のランキングで偏差値35
の○○大学の「1年英語（B）Ⅰ」では、〈be動詞
と一般動詞・単数形と複数形〉として、2回に
わたってbe動詞を学んでいる。あまつさえ、こ
の授業の「準備学習等の指示」には、「辞書を
持ってくること。予習をしておくこと」と書か
れている。頭が混乱しかねないので念のため
に申し添えるが、中学1年生への指導ではない
のである」。
　３つの記事ともいずれも大学は実名で記さ
れている。本稿ではネット上でむしかえされ
て「二次被害」を防ぐために名前を伏せた。
　財務省は「大学の規模適正化」を進めるにあ
たって、学力水準が低い学生が通う大学を切
り捨てようとしている。
　だが、こうした政策は1980年代までの大学
進学率20％台の大学観から引っ張り出された
もので、2020年代半ばの進学率60％近いいま、
あまりにも現状とそぐわないのではないか。
　社会全体が大学卒人材を求める。全国各地
に大学が誕生する。これまで高い学力を求め
なかった専門職養成の専門学校や短大が四年
制大学に生まれ変わる。当然、大学にはさまざ
まな学生が入ってきた。さらに、やっかいなの
は少子化が加速したことである。人口が減っ
ているのに、学生が増えれば、さまざま＝多様
で学力にバラツキの見られる、いやこんなオ
ブラートにつつんだ言い方はやめよう。学力
水準が低い学生が増えても何ら不思議ではな
い。一方、大学運営を安定させるため、年内入
試で学力を重視せずにむりに学生を受け入れ
たところがあるのも現状だ。　
　財務省はこうした大学の現状をわかってい

るはずだが、それでも切り捨てる発想で「国力
の強化」に取り組もうとしている。
　財務省は役人の多くが通っていた東京大な
ど難関大学を基準に、いまの大学を捉えるの
はそろそろやめてほしい。
　どこも東京大にはなれないのだから。

　わたしは、前出の「本当にあった『バカ田大
学』」と名指しにされた大学を訪問したことが
ある。シラバスの狙いについて、学長は次のよ
うに説明してくれた。
　「英語や数学が嫌いな学生は中学時代の
躓きで先に進めなくなったことがわかった。
それゆえ、中学時代からのやり直しの必要性
を感じ、中学高校レベルの学習内容が記され
たシラバスを作った。私たちはそれを正直に
ウエブサイトに公開した。同じような教育を
行っている大学の中には表にしていないとこ
ろもある。でも、私たちは隠すようなことはし
ない、恥じていないからだ。私たちは、勉強嫌
いになった状況を放置され続けた学生を受け
入れ、高等教育を受ける意欲を取り戻させる
ことまで請け負っている」。
　すばらしい教育観である。
　提案がある。２年次までは教養教育の１つ
として、中学高校のやり直しをある程度は認
めたらどうか。学生はそれをクリアできない
と３年次以降に進めない、とか。
　大学の質保証を高いレベルで問うことよ
り、基礎学力を中学高校のレベルであっても
確かなものにすることが大切ではないか。　
大学は「be動詞」「小・中学校レベルの数学」を
教えて何が悪い。これらの教育は今後ますま
す求められるだろう。それを前提に大学政策
を考えてほしい。

教育ジャーナリスト  小林 哲夫 さん
Profile
1960年神奈川県生まれ。教育ジャーナリスト。朝日新聞出
版「大学ランキング」編集者（1994年～）。近著に『日本の

「学歴」』（朝日新聞出版　橘木俊詔氏との共著）。

大学ランキングからはわからない大学の実力
大学で「be動詞」「小・中学校レベルの数学」を教えて何が悪い

第15回

　 山 形 県 は、
地域に根差し
た「ボランティ
ア先進県」とし

て全国的にも高い評価を受けている。地
域の青少年ボランティア活動が活発であ
り、「山形方式」とも呼ばれている。地域の
活動と相まって、学校単位での活動も盛
んに行われていることが山形県の特徴で
ある。
　令和6年度に山形県教育委員会が行っ
た調査※1によると、県内の高校生が在学
中にボランティア活動を行った割合は
74.7％にのぼる。その中でも、ゴミ拾いや
清掃といった「環境整備」の活動を経験し
た生徒は38.7％と最も多く、地域の美化に
多くの高校生が貢献していることが分か
る。山形の高校生にとって、身近な街を自
らの手できれいにする経験は、地域への

愛着を育むきっかけにもなっている。そ
のため、県内の高等学校では教育活動に
清掃活動を積極的に取り入れている。
　例えば、県の将来構想・キャンパス制に
基づく連携関係にある県立長井工業高校
と荒砥高校は、毎日の通学手段となって
いる山形鉄道の駅舎や車両の清掃活動を
行った。また、寒河江高校は谷地高校と共
同で地域のまつり閉幕後に街の清掃ボラ
ンティアを行い、加茂水産高校は海への
感謝の気持ちを込めて海浜清掃に励んで
いる。惺山高校は、地域の防犯と環境美化
に取り組む「パトラン」※2を積極的に導入
している。また、ごみ拾いの質と量を競い
合う「スポGOMI甲子園」※3にも多くの高
校が参加している。駅やローカル鉄道、伝
統のまつり、豊かな海など、山形県内では
それぞれの学校が身近な地域の特性を活
かしたユニークな清掃活動を日々展開し

ている。
　このように、山形県の地域活動の精神
的支柱には、環境美化に向かう伝統を見
ることができる。その精神が培われた要
因として、山形の学校教育が清掃を重視
してきたことが挙げられる。それを窺い
知るヒントとなるのが、古くからの清掃
の伝統を継承している山形西高校の活動
である。128年の歴史を誇る同校では、「全
員清掃」の取り組みが長年受け継がれて
きた。同校では「放課後」ではなく、5校時
と6校時の授業の間に約20分間の清掃時
間を設けている。生徒は全員参加で、伝統
的に心を磨く取り組みの一つとして丁寧
な校舎清掃が行われている。清掃を授業
と同様に重んじる背景には、同校の活動
が「親睦友愛」と「切磋琢磨」を意味する

「嚶鳴（おうめい）精神」に貫かれているこ
とがある。先に紹介したスポGOMI甲子園

において、2025年山形大会で優勝したの
も山形西高校のチームだった。
　各校の個性豊かな取り組みや山形西高
校に代表される伝統は、単なる美化活動
にとどまらない。清掃を通じて郷土を愛
する心を育み、自らの人間性を磨くとい
う山形の教育精神は、地域の青少年活動
の基盤になるだけでなく、形を変えなが
ら次世代へと受け継がれている。地域と
学校が一体となって紡いできたこの精神
こそが、これからの山形を支える大きな
財産となるに違いない。
※1 令和６年度「山形県高校生のボランティア活動実態調査」山形

県教育委員会 令和7年1月
※2 パトロール＋ランニングの略称で、ランニングをしながら、街のゴミ

を拾ったり地域の危険なところがあれば当局に知らせる全国的
な活動。惺山高校では2025年だけで20回以上実施している
(同校のWebサイト参照)

※3 正式名称は「海と日本プロジェクト スポGOMI甲子園」高校生
が3名でチームを組み、60分間で予め決められた競技エリア内
のごみを拾い、その質と量を競い合うスポーツ。2025年全国42
都道府県で実施された。優勝校は都道府県代表校として全国
大会に参加する。(一般財団法人日本財団スポGOMI連盟の
Webサイト参照)

（学）東北文化学園大学評議員・
大学事務局長、弊誌編集委員

小松　悌
や す ひ ろ

厚さん

Profile
1989年東京学芸大修士課程修了、同年文部省入省、99年在韓日本大使館、02年文科省大
臣官房専門官、初等中等教育局企画官、国立教育政策研究所センター長、総合教育政策局課
長等を経て22年退官、この間京都大学総務部長、東京学芸大学参事役、北陸先端大学副学
長・理事、国立青少年教育機構理事等を歴任、現在に至る。神奈川県立相模原高等学校出身。

杜 の 都 の 西 北 か ら

「掃除」してますか？ ボランティア先進県と山形西高等学校の「全員清掃」

第11回
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――はじめに、戦略的連携協定のきっ
かけの一つが起業家育成教育での連携
でしたが、まず両校の起業家育成の現
在地※をお聞かせください。2年連続
『起業率』トップのiUさんはいかがで
したか？
古賀　おかげさまで『学生ベンチャー
数』では9位、『学生ベンチャー率ラン
キング』では学生数が比較的少ない事
もありますが、9.31％とこれは3年連続
１位をキープしました。
世耕　さすがですね。本学はすべて
の指標で上向いていて、『大学発ベ
ンチャー数』では10位、『学生ベン
チャー数』では3位でした。
※2026年6月発表、経済産業省「令和7年度大学発ベンチャー
の実態等に関する調査」の結果から

――起業家育成教育の一環として、近
畿大学ではこれまで近大生・附属高校
生対象に近大ビジコンを実施してこら
れたと思いますが、今回、高校生、高
専生を対象にオープンコンテストをは
じめられた理由は何でしょうか。

世耕　これまで
は大学生の起業
支援に意識が向
いていて、高校
生にまで目が届
いていたわけで
はありません。
ようやく学内の

取組が軌道に乗ってきたと判断し、
オープンキャンパスに集まる高校生
に、コンテストの舞台を用意したいと
考えました。高校生が参加できる開か
れたピッチコンテストはいくつもあり
ますが、大学が主催するものを増やせ
ば、全体的に参加のハードルが下がる
のではないかとも思っています。
――高校生にとっては、企業や団体の
主催よりも、大学主催の方が参加しや
すいということですね。
世耕　そうです。16歳、17歳の生徒
が、企業・団体に個人情報を送って応
募するのは勇気がいる。その点、大学
主催だと、本人や保護者、高校の先生
も安心ですし、これも大学の役割の一
つではないかと思っています。
古賀　高校では探究学習が広がり、自
分たちで調べ、考え、発表する機会が
増えています。ビジネスモデルを考え
たり、起業を構想したりするのはそれ
と非常に相性がいいのではないでしょ
うか。iUでも高校からの要請を受け、
教員が出向いて、「どうすれば社会課

START LINE PITCH 2026
近畿大学 高校生ビジネスアイデアコンテスト

を考えます。だから本学では、「全員
起業しなさい」とは言っていません。
ただ、学生数が多いので、起業に関心
を持つ学生がたとえ全体の5％でも、
大きな人数になります。ですから起業
したい、あるいはそういうマインドを
持っている学生さんを支援することは
とても大事です。就職も起業も、どち
らの選択肢もきちんと支えたいです
ね。
古賀　「全員起業！」を掲げてきたiU
ですが、卒業生の多くは就職します。
しかし起業家マインドを身につけてお
けば、組織の中でも役立ちます。自分
で選んだ道に向かって、主体的に動け
るからです。
――近畿大学のある東大阪は、モノづ
くりのまちとしても知られています。
起業家育成教育には適した立地だと思
われますが。
世耕　東大阪は「中小零細の町」と言
われることもありますが、私はむしろ
「起業の町」だと思っています。ゼロ
から会社を立ち上げ、人を雇い、事業
を発展・継続していく。扱う製品も、
テレビ部品から携帯電話部品へといっ
たように、時代に合わせて、しぶと
く、環境変化に対応してきた。この精
神には、今の高校生にも伝わるものが
あると思います。
――今回のコンテストは、入学者の選
抜にも関係するのでしょうか。
世耕　本学には起業型の総合型選抜を
行っている学部もあります。もちろん
コンテストで上位に入ったからといっ
て、それだけで合格が決まるわけでは
ありませんが、ピッチコンテストで評

価された経験が有利に働く可能性はあ
ります。ちなみに最優秀賞受賞者は一
次審査を免除※されます。
――最後に、今回はエントリーボタン
を押さなかった高校生にメッセージを
お願いします。
古賀　何かに挑
戦するために、
自分で考えをま
と め て 応 募 す
る。それ自体、
とても得がたい
経験です。高校
生活には楽しい
ことがたくさんあると思いますが、一
つの目標に向けて頑張ることは、将来
への大きな糧になるはずです。ぜひ挑
戦してほしいですね。
世耕　高校生が「若者」として社会か
ら見られる時間は、実はそれほど長く
ありません。だからこそ、その間にい
ろいろな体験をしてほしい。起業には
勇気がいるかもしれませんが、すべて
はエントリーボタンを押すところから
始まります。ジェットコースターに乗
るような気持ちで、一歩踏み出してみ
ませんか。
　「大学に入ってから」「就職してか
ら」ではなく、高校生のうちから社会
の課題を見つめ、自分のアイデアを言
葉にしてみる。そこに、これからの
学びと進路の新しい可能性がある。
起業は特別な誰かだけのものではな
い。小さな勇気から始まる、未来への
選択肢なのだ。（6月18日@近畿大学
インキュベーション施設「KINCUBA 
Basecamp」）

題を解決できるか」の授業に協力する
ことがあります。
――今回、応募はどのように広がった
のでしょうか。
世耕　近畿・西日本を中心に、これま
での高校とのつながりを活かし、関係
部署が直接案内したり、郵送やウェブ
で告知するなど、短期間でしたが、で
きることは全てやりました。ただ、初
の公募ということで、どのくらい集ま
るかは不安でした。蓋を開けてみる
と、全国から約600件近くの応募があ
り驚いています。先生方や生徒さん自
身が、起業に対してかなりアンテナを
張っていることもわかりました。
古賀　iU側でも、学生募集のスタッフ
が高校約600校にチラシを持って説明
に出向きました。通常の募集活動に加
え、近畿大学さんと連携していること
を高校の先生方に伝えられ、とても有
意義でした。
――応募内容にはどのような傾向があ
りましたか。
世耕　ざっと見た印象ですが、社会課
題の解決をテーマにしたものが多いで
すね。かつての起業には、「社長にな
りたい」「お金持ちになりたい」とい
う動機によるものが多かったイメージ
があります。でも今の高校生や大学生
は、授業や探究活動を通じて社会課題
に触れることも多く、ボランティアだ
けでなく、事業で解決しようという発
想を自然に持てるのではないでしょう
か。
古賀　同じ印象ですね。以前は株式公
開したい、というような動機が目立っ
ていた印象がありますが、今は本当に
社会課題を解決したいという思いが前
に出ている。女性を取り巻く課題など、
自分の身近な問題から出発している
ケースも多いのではないでしょうか。
――起業に興味を持つ高校生が増えて
いる背景には、社会の変化もありそう
です。
古賀　生成AIの台頭によって、ホワイ
トカラーの仕事にも変化の兆しが見え
ています。高校生も、「会社に入れば
安泰」という時代ではなくなりつつあ
ると感じているのではないでしょう
か。何が安定的な人生なのか分からな
い時代だからこそ、自分で何かを生み
出す力が必要だという感覚が広がって
いる気がします。
世耕　もっとも大学生全体を見ると、
やはり多くはまず新卒で就職すること

高校生や高専生が、自分のアイデアを社会に向けて発信する。そんなピッチコンテスト※が、大学を
舞台に広がり始めている。近畿大学がオープンキャンパスに合わせて実施する「START LINE PITCH 2026」には、
初回にもかかわらず全国から約600件近い応募が集まった。協力するのは、昨年７月に近畿大学と戦略的連携協定
を結び、開学以来「起業の大学」を掲げてきたiU 情報経営イノベーション専門職大学（以下iU）。なぜ今、すべての高
校生に開かれたコンテストなのか。近畿大学常任理事の世耕石弘さんと、iU副学長の古賀稔邦さんに聞いた。

※短時間でビジネスプランを審査員や投資家にプレゼンして競うコンテスト

今夏いよいよ開幕！
近畿大学 常任理事・経営戦略本部長
世耕 石弘 さん（写真左）と
iU情報経営イノベーション専門職大学 
副学長  古賀 稔邦 さん（写真右）が語る

開催日時：2026年8月23日(日）
　　　　　13:00-16:00(12:30開場)

START LINE PITCH 2026（近畿大学 高校生ビジネスアイデアコンテスト）

開催場所：近畿大学 東大阪キャンパス
　　　　　11月ホール３階（小ホール）

(webタイトル：近畿大学が、起業家育成教育と仕掛ける新しい「高大接続」のためのピッチコンテスト) 

トピックス

※ 近畿大学経済学部 総合型選抜C(起業志向型)1次審査免除について 
対象:「最優秀賞」(1組)最大3名(最終プレゼン登壇者に限る)　補足: 2029年度(令和11年度)入試まで有効。
ただし、当該入試制度の見直し等により入試制度に大きな変更や廃止等があった場合は、事前の通告なく本権利が失効する場合があります。
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